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会議次第

1　開会

2　委嘱書の交付

3　教育長あいさつ

4　自己紹介

5　会長の選出及び副会長の指名について

６　諮問

7　議事

会　  　議　 　録

会議名 神川町立小学校適正規模等検討委員会（第１回）

開催日時 令和２年６月３０日（火）
午後１時３０分

午後２時３０分



教育長

学務課長 矢島　柾仁

補佐 堀口　二三夫

主任 田村　充

次　第　

１ 開　会

２ 委嘱書交付

３ あいさつ

４ 自己紹介

事務局
神川町立小学校適正規模等検討委員会設置要綱第５条に基づき、会長
の選出について説明する。

委員　
大学の教授でもありますし、いろいろな所でこうした内容について経
験等豊富な松本委員に是非お願いしたいと思います。

事務局 推薦による選出を委員が承諾し、松本委員を会長に決定する。

会長
会長席に移動し、あいさつ。
要綱により副会長の指名は会長が行うこととなっている。他の委員か
らの推薦があり木村委員を副会長に指名する。

委員 異議なし

事務局 要綱により、会長が会議の議長となる。

事務局 教育長不在の為、諮問書を朗読する。

会長 事務局より諮問書を会長に手渡す。

会長
議事（１）神川町立小学校適正規模等検討委員会要綱について
事務局に説明を求める。

事務局
議事（１）神川町立小学校適正規模等検討委員会要綱について
説明する。公立小学校・中学校の適正規模・適正配置に関する手引き
についても兼ねて説明する。

会長 質疑の有無を問う。

委員 特になし。

会長
議事（２）今後のスケジュールについて
事務局の説明を求める。

事務局 今後のスケジュールについて説明をする。

会長 質疑の有無を問う。

委員 今後の会議の具体的な日がわかれば教えていただきたい。

事務局 第３回までの日程を、事務局が委員に報告する。

会長 議事については終了しました。何かあればご意見を。

委員
会議に配られた、文部科学省の抜粋の手引きについて中身がデメリッ
トしか書かれていないのではないか。

会長
今回の１回目の手引は抜粋してありますので、おおもとの手引きにつ
いてはメリットのこともかいてあります。

委員 統合するのか、統合はしないのかおききしたい。

事務局
今後要綱の第２条にあるように、小学校の適正規模・適正配置につい
て検討していきたいとということです。

委員
会議をする前から統合をする方向での話し合いではなく、よく検討を
してもらいたい。

委員、事務局

  事　務　局　

５ 会長の選出
及び副会長の
指名について

６ 諮　問

７ 議　事

顛       末

事務局

事務局

事務局



委員
私は、統合には反対します。統合すれば地域の衰退のもとになるので
はないかと思います。

委員
私は、統合に賛成します。この先の事を考えてみれば、統合していく
べきだと思われます。

委員
議員や行政だけで統合の話し合いをするのではなく、その地域住民の
意見も取り入れてもらいたい。

委員
子供の数や経費などを出してほしい。メリット、デメリットが見てす
ぐわかるような、資料にしてもらいたい。

委員 今後の学級別の入学者数もほしい。

会長
ただいま委員さんよりたくさんの意見をいただき今後の課題にして、
次回の会議にいかせるようにしたいと思います。

８ 閉　会 事務局

７ 議　事


